
第３３回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

日 時： 平成２６年１１月１３日（木） １５：００～１７：００ 

場 所：一般財団法人 日本建築総合試験所 会議室 

出 席 者：鎌田会長、葛目幹事、永山幹事、森幹事 

服部会員、吉田会員、寺澤会員、藤垣会員（記録） 

 

以上８名（順不同、敬称略） 

 

配布資料：33-0    第３３回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          33-1    第３２回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

      33-2    下水道管路におけるコンクリートの劣化機構の検討に係る 

下水道管路の分析調査（進捗報告）         （吉田会員） 

      33-3    漏洩磁束法を用いたコンクリート構造物の鉄筋破断診断（寺澤会員） 

      33-4    音響伝達関数を用いた衝撃弾性波法によるＰＣグラウト 

充填状況の非破壊評価手法の検討          （服部会員） 

 

 

           

議 事： 

１． 第３３回議事次第 

内田会員より、本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

２．会長挨拶 

  開催の挨拶を鎌田会長が行い、新会員の寺澤会員が紹介された。 

 

３．第３２回議事録（案）の確認 

  藤垣会員より説明があり、内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）吉田会員より「下水道管路におけるコンクリートの劣化機構の検討に係る下水道管路の分析調

査」と題して話題提供があった。 

 大阪市内の下水道管路の調査を実施した事例について、研究に至った経緯、下水道管の劣化

メカニズム、現地調査の概要と結果について説明があった。下水道管内の結露水（表面水）の

測定方法として表面水がある場合や乾燥している場合等における採取と測定方法、採取した試

料の測定結果について説明があり、強酸性で硫酸イオン濃度の高い厳しい環境となっている箇

所もあったことが紹介された。また、表面水 pH と硫酸イオン濃度のモニタリングや、表面水

の簡便な採取方法等が課題であるとの説明があった。 

    

（２）寺澤会員より「漏洩磁束法を用いたコンクリート構造物の鉄筋破断診断」と題して話題提供が



あった。 

 漏洩磁束法による鉄筋破断診断について、研究背景、診断メカニズム、実験概要、フィール

ド試験結果について説明があった。診断メカニズムとして、永久磁石でコンクリート内部の鉄

筋を着磁し、コンクリート表面の磁束密度を計測することで破断箇所に発生する磁極を検出す

る。適用条件の検討結果として、片面診断においてかぶり 50mm~150mmで健全・接触（破断）

状態の区別が可能であることや、簡易着磁手法では二つの評価指標を組み合わせることでかぶ

りの状態に関わらず鉄筋状態のスクリーニングが可能であることが説明された。 

 

（３）服部会員より「音響伝達関数を用いた衝撃弾性波法によるＰＣグラウト充填状況の非破壊評価

手法の検討」と題して話題提供があった。 

 衝撃弾性波法によるＰＣグラウト充填状況の評価について、音響伝達関数を導入することに

より受信波における表面波の影響を除去し、グラウト未充填部のシース表面からの反射波を効

率的に検出する手法の検討結果について説明があった。供試体実験から、伝達関数間の偏差二

乗積分による評価の有効性が明らかとなり、シース直径 48mm、埋設深さ 150mm程度のＰＣグ

ラウト未充填まで検出可能であることが説明された。 

   

 

５．今後の予定 

  第３４回交流会：平成２７年３月１７日（火）１５：００～ 

  場所：大阪大学中之島センター 

 

以上 

（記録：藤垣） 

 


